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SuHlmary

Actual conditions of plant cultivation in and betwecn planting beds of street trees by neighborhoods

in Kyoto wcre investigated Frcquency of plant cultivadon in planting beds with single street tree was

13.3% and that bet、vccn the planting bcds was 4.3%. Ratio of plant cuitivation in which plants were

planted directly was 45%and the ratio of plant cuitivation(container‐grown plants were placcd)bctWeen

beds was 23%.Ratio of growing plants in contiguous planting beds with more than 2 street trees grown

was 34% 軸 ere werc various kinds of enclosure made of concrcte blocks and bttcks and ctc. 、 vhich

might be made by pcoplc、 vho grow plants therc to prevcnt infestation by the pedestttans or bicycles

stood around street trccs.50%of the ncighborhoods that grow plants in strect space also do so in front of

their housc,shop or of「Ice,ie.thc pttvate sidc.And it lnay bc considercd that the high dcsire regarding

planting escalatcs to strect spacc. Ratios of plants grown in strcct space arc lager for ornamental plants

such as seasonal bcddings(49%)and f10WeAng shrubs(24%)than OthCr plants
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緒 言

京都市は三方が山で囲まれ,緑 ゆたかな景観を構成し

ているが,市 街地は狭い敦地に建築物が建ち並び充分な

施設緑地が確保されているとは言い難い.都 市内緑地が

年々減少するなかで,街 路樹の植樹枡は,地 域住民の身

近に残された栽培可能空間であると考えられ,こ れを利

用して草花や低木などを栽培している事例が見受けられ

るが,そ の実態は明らかにされていない.

街路空間を構成する高木や低木の緑量が,都 市景観

(増田ら,1989)や 道路を利用する歩行者や運転者のや

すらぎに及ほす影響 (市橋ら,2000)を 調査じた研究は

少なくないが,街 路樹またはその周辺の草花や花木の実

態について調査した事例 (鈴木ら,1993 1 Todorovaら,

2002,長沼・上甫木,2003)は限られている.鈴 木ら(1993)

は,奈 良市帝塚山市住宅を対象として調査を行い,住 宅

地の街路樹植樹枡における革花の植栽について,352個

の植樹枡のうち36%に 住民が花を植え込んでおり,そ

の比率は年々増加する傾向にあると報告している.ま

た,栽 培者への聞き取り調査で植物栽培を始めた理由を

尋ね,植 物の入手方法に関する視点から栽培を始めた理
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由を聴取している`ま た,TOdOrovaら (2002)に よって

札幌市を事例とした街路空間での花栽培に関する意識調

査が行われ,住 民へのアンケー トにより,花 力ざ街路を美

しくし自然らしさを提供 していることを明らかにしてい

る。長沼 ・上補木 (2003)は ,神 戸市の街路空間におけ

る住民による植物栽培が街路景観形成に有用に働 く可能

性を報告している.

上にみたように,京 都市内では,市 街地は狭い敷地に

建築物が建ち並び充分な施設緑地が確保されているとは

言い難く,町 並み景観の向上は重要な課題といえる.こ

れまでの調査 (Todorovaら,2002;長沼・上補木,2003)で ,

街路空間での植物栽培が街路景観形成に役割を果たすこ

とが示唆されているが,京 都でもその可能性が示されれ

ば,今 後の景観向上の施策として検討することが可能と

なる。しかし,街 路空間は公的空間としての制約を持つ

ため,そ の利活用を図るためには,ま ず, どの程度の栽

培事例があり,ど のような植物栽増が可能であるのかを

知る必要がある。本論文では,京 都市内の主要路線にお

いて,街 路樹周辺における住民による植物栽培の実態を

調査し,そ の結果から,生 活空間に近接する公的空間で

の植物栽培に関する基礎的知見を探 り,街 路樹周辺の利


